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し ､ 各 気 候 類 型 の 温 湿 度 変 化 と人 口都 市 化 度 との関
係 を 観 測 地 点 周 辺 の 建 物 被 程 度 も検 討 し考 察 した｡
気 象 指 標 に よ る 都 市 類 型 で は ､ 気 象 台 ･測候所が
立 地 す る 全 国 154都 市 の う ち ､ 1990年 時 点 の 5年移
.4･J.l･Fi-1!](511.予出 で tl･1/J I,I:鳩 目 Tをふ.t叙 と し //. また､













･風等の平均値や 総 合 的な気 候 状 態 ､ ② 気 候 の 時 間
的 変 化特性､③ 農 作 物 ･森林 等 の 生 育 ･分 布 状 態 や
季 節 的現象などの 要 素 を用い ､ (a)植 物 等 の 生 育 分 布
を 気 温 ･降水量等 に 置 き換え る 環境 ･経 験 的 方 法 ､
b 〉軽 度 ･標高等 を も と に気象 要 素で 細 分 す る 成 因 的
方 法 などがある｡ こ こ では､主 成分 分 析 を 用 い て 気
象 指 標 による都市 の 相 対的位 置 関係 を 明 ら か に し ､













蓑2に､気象7指 標 に よ る 主 成 分分析結果を示し
たが､累積 寄 与 率 が 7割 を 超 え る第 2主成分まで採
川した 3 第 l主 成 分 i1､ ,:≡-平 均 'iLi,F.Aが JEに､チJAglJ,.｣
温 差 と 降 雪 量 が 負 に 高 く寄 与 し て お り､都市の温暖
･寒 冷 特 性 を 表 す 軸 と解 釈 さ れ る｡第 2主 成 分は､
表 1 気象指 標 の 相 関係数
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図1 都市 類 型 の 結 合状況
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れ 1 珊2I;i.tJRl/ll:ti.山∴上り柵成 1,H Lか Fi･tr'Jl-L0)
ユークリッド距離をもとに､ ク ラス ター分析 を用 い
て肘 IJC･)W r.I-!li二をh-Lつた｡ 軌.'P!J)AEi合状況 を′J甘 デ
ンドログラムを図 1に､第 1-第 2主成分 平面上に
J;りる肺IfO)!:‡L.'亡･と附 t雄二0)描 [-杏:阿 :･',醍.､I,Ai削 f'J
標の類型別平均値を蓑 3に示 した｡類型 Ⅰ､類型 Ⅱ
･一･m-JigV､即興Vト 附 史!＼¶､珊 iLr1--･軌JtlY=こIJ l
されるが､次のよ うな各類型の特徴が み られ る｡
注1:-Elの最高気温と最低気温の年間平均の差を指す.
表 2 主成分ベク トルおよび主成分得点との相関係数
籍滞姦 主成分ベクトル 主成分格点との棉湘珠救
第1★ 架空 *1 第2
主成分 辛 主成分 主成分
I.年平均気温七℃1 0_50 0.00 0.89 0.00
3.相対湿度(如 -0.27 0.50 -0.48 0◆84
4,日冊時冊 0.30 -0.51 0.53 -0.65
7.日長iA葦(℃) -0★18 -0.46 -8.33 -0_60.
10.革帯気温貴く℃) -0,48 -0ー29 -0,86 -0_38
･11.年水量(ELD) 0.35 0▲40 0.64 0.5t
12.降す豊(cn 十 -0.45 0.18 1)★82 0.24
固有 3.25 I.66
寄与率t書) 46.53 23.69
p.･/r･.'J,m -Lミ 了 -~■､ ､
八丈
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第 1主 成 分 78,点

























1◆年平均貴温(℃) 7.8 8.8 ll. 13.0 隻.5.i
3.相対温度什) 77 7 7 73 74
4.E]牌時珊仙) 123 1404 lュo 1452 1393
7.E]気温妻t℃) 7.9 8.3 7, 9.0 乱b
10,幸市気温差t℃l 24.323.4 22_121. 20.4
ll十挿木貴く血) 1071 995 1543 126 1600
】乙特専貴くcm) 55 24 14 4
帝型Ⅵ類型Ⅶ類型Ⅷ類型tX類型Ⅹ頼
i. 13.0 15,9 16.切 t6. 9.3 19.3
3.. 6 69 71 7. 81 74
4_ 17011604 163 玉.壕番.l 1台79 1361
1. 10_3 臥 7.2 6. 6tl 5ー8
lO. 22.721. l乱 17◆ 20. 15,3
ll. 1150 135 184 1891 2 2717




















































市頻度､および泉門都市化産別の内訳と参考 の た め
北海irJq)廊Ifi･[･く別丁/'r:TiLノ/I:-ものである , こ の 人
r~日掛FJ化性.t.LL 史･-一川)人:】邦rEJ-化 指 符 ;二よ る 祁
rEfJJ即).Pイr.にぶいて､人口集中地 tiJ(I.の 触 flfL'･i!1 .北 柿
I,A:イF,.lrl,:I.一人く】Itrfl:a)'tITLF1-がit:.),-く ､ か .)'.tFt1-4':が 60:':
(.一ift-dJ七一 1%r'1両.L'Wu)JJJRSrfi化 IT:Jくす 拾 i i.l'弦
/,HLl.t.)･臣も.1･L'､i-]ンJA～ご′:,クLILu)lH i'_鮒L‡l.
:_./LP_I-G)こ･あ/:>L.人t]j掛 目 ヒ腔 iLi. I):/IJ∧ ifi'tlL人
きく､逆にランクFほど小 さいが ､ ラ ンク E ･ラ ン
.IT･､では軌 E.'人口が 予 て減 /!L,して･3j日､竹 に ./:/I/
llは過疎化5:_).lLl',]ff･;iS/L 7･'LLr･'あ 1',､. IJ ]都 rf)L化Jlu.:{t/<-～
骨-tLT･削ftL1-T,:I.rLnJ)蛙 物 純 粋,-i'1.:U状 <:･tf'tYTr･/il.I■りIJ.I
ると､相関は 認 め られ るが ､例 外 も少 な くな い ｡
Li:I･1ふと.:､ 打都 Ihに.J汁Tと:'こIIJ,:I-問 J.)'L.こ!rlL.iJ'[:LL:i.;Ill:
5'浬･l別にみて を.tLI:[-,-I†が 放 こいJ.:､ 人Hml)llJ-Il,那
激しい都市私 事l'i'-榊 ミみ i'･.寸1.子ニTlTil.:1-･放.1_CL＼卜Cは
鮒叫Tけ 附糾Vに､fl'i'腎が掛 I-,～IL/iい町 叩Ⅴト 部封
xIでは類型Ⅶと類型Ⅷに集約 されることがわかる｡
拙･1;･JbS.11られ･yJ肘 y･'[･一･肘 rt'J.Vu')場合､人 1-:軒 fl-
lL:,.Ft}:u)l:.tv､淋軸U'):Jンケ∧-.ソ:,1'/(:で は空でJ)柿
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[注] 図中の数値は各類型の平均騒く℃)を示す｡
図4 気候類型別の気温差 と人 口都市化度 (1960-1990)
奉 4 人 口都市化度 と建物被確度
ロ市化 *# *# *# 未 未 も市鞍)
ランクA 泰良 洗浜 菜食大礼峰 5
ランクB - 神戸 松山苫小牧 仙台大分頗藩他4都市 10
ランクC 名瀬江.薮 留萌稚巾晩知安 呉下 弼館鮭埠 轟健 闘紐 57駒柁 市 長崎 食児島室戸岬 旭綿布 他18都市 他17蔀市
ランクD tAf洲本厳蝶地価市.新妻墓添田やbI純子 秩父豊岡小名浜他14都市 飯塚飯田銀山他ヱ本市 33
ランクE 前件TE毛軽井他ヰ葡 伊良都河口湖神広尾 1逢
ランナF 相川杏林監丸島地錦6市 まま
-26-
軍.Lる(i､./it肘 帆 一 人 I I肘 IiJl1 が 大 き い 都 心 i;t さ :'j-Lif.IL
I.-ErIカミJ(きい 仰 lit･.1/]ミ JJ か が え る ｡ 特 に 人 I l都 rlI-i'F.が
拙L･い敵 情さミ凱 1 肘 tTJ_V II､ 類 野 !Ⅷ ､で は ､ そ o ') 帆 rt.J i:t
ylLti)'TI-ビ九･F'巾しか し . 人 L l邦 rf川 二 度 が 高 い 範 市 が 全
てプラスの値を示して い る わ け で は な い ｡ 例 え ば ､
Brilt'!ⅦU)人Ll都市化斐o)rr:.I.:し 坤 p J ･-I-F 比 は LL-_ん J･r 変 化
していない｡これは､気象台 周 辺 の 建 物 被 確 度 が 5
割程度と低く､観測地点の影亨な ど が 考 え ら れ る ｡
3.2 湿度差の頗度分布と人口都 市 化














ただし､類型ⅦのランクBの 神 戸 で は ほ とんど減湿
化がみられす､同 じく熊本や 大 分 で も /Jヽ さ い ｡観測
地点周辺の建物被覆度は神戸 で は 低 い が ､ 熊 本 ･大












設定した線を記した｡この線 よ り 下 側 に 奉 献 す るほ
ど気温上昇に伴う減湿を上 回 る 減 湿 が み ら れ る 都 市
である｡逆にみれば､蔀 市 の 減 湿 値 に 該 当 す る 気 温
∴ 二
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上昇がみられないことになる｡つまり､気温 上 昇 よ
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r人口都市化度の凡剛 0ランクA ロランクB AランクC
▲ランクD ◆ランクE ●ランクF
図6 気候類型別の気温差 と湿度差 (1960-1990)
は 人 口 都 市 化 度 が 大 き い 都 市 に 限 ら な い｡また､類
型 Ⅶ の 人 口 都 市 化 度 が 大 き い 都 市 をみると､大阪 ･
名 古 屋 ･ 京 都 ･ 松 山 は 気 温 1 ℃ 上昇 ･5%減湿線か
ら 奉 献 す る が ､ 広 島 ･ 熊 本 ･大分 ･神戸は線上に乗
る ｡ た だ し . 人 口 都 市 化度が大きい都市群では上側






























最後に当たり､本研究に協 力 を弗 いた平 成 6年 度
福山大学学部卒業生の 中本 将 仁 君 に謝意を蓑す る｡
なお､本研究の一部 は ､住 友 財団1993年 度 の研 究
補助によった｡記 して ､謝 意 を表 す る次第で あ る｡
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